
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
動電型の電気音響変換器を内部に設けたハウジング部と、上記ハウジング部を支持するア
ーム状ガイド部とを設けたヘッドホンにおいて、
上記アーム状ガイド部は略Ｕ字状の屈曲部を有し、
上記屈曲部の一方の端部近傍に上記ハウジング部を支持する支持部を設け、
上記屈曲部の他方の端部近傍に上記ハウジング部に向けて聴取者の耳介背面から弾性的に
押圧する押圧部を設け、
上記ハウジング部の振動板を、上記アーム状ガイド部の屈曲部で構成する面に略垂直で、
かつ装着した聴取者の顔面側に配置したことを特徴とするヘッドホン。
【請求項２】
請求項１記載のヘッドホンにおいて、
上記アーム状ガイド部の上記ハウジング部を支持した上記支持部の先端に突起状の持ち手
を設けたことを特徴とするヘッドホン。
【請求項３】
請求項１記載のヘッドホンにおいて、
上記アーム状ガイド部の押圧部の先端に曲部状のガイド部を設けたことを特徴とするヘッ
ドホン。
【請求項４】
請求項１記載のヘッドホンにおいて、
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上記アーム状ガイド部の軸上から上記ハウジング部の中心をずらして左右非対称としたこ
とを特徴とするヘッドホン。
【請求項５】
請求項１記載のヘッドホンにおいて、
上記アーム状ガイド部の軸上に上記ハウジング部の中心を置き左右対称としたことを特徴
とするヘッドホン。
【請求項６】
請求項１記載のヘッドホンにおいて、
上記アーム状ガイド部の上記ハウジング部を支持した上記支持部の先端に突起状の持ち手
を設け、上記持ち手から上記電気音響変換器に電気信号を供給するコードを引き出すこと
を特徴とするヘッドホン。
【請求項７】
請求項１記載のヘッドホンにおいて、
上記ハウジング部の振動板からの放音を行う開口部を、装着した聴取者の耳穴側に設けた
ことを特徴とするヘッドホン。
【請求項８】
請求項１記載のヘッドホンにおいて、
上記アーム状ガイド部と上記ハウジング部とを一体で成型したことを特徴とするヘッドホ
ン。
【請求項９】
請求項１記載のヘッドホンにおいて、
上記アーム状ガイド部の上記ハウジング部を支持した上記支持部の先端に突起状の持ち手
を設け、上記持ち手から上記電気音響変換器に電気信号を供給するコードを引き出し、上
記持ち手にコード止め部を設けたことを特徴とするヘッドホン。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えば、オーディオ信号を再生するヘッドホンに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、馬蹄形のヘッドバンドの両端側に支持体によりハウジングを固定し、このハウジン
グ内にスピーカユニットを内蔵したヘッドバンド型のヘッドホンがあった。このヘッドバ
ンド型のヘッドホンでは、ヘッドバンドをユーザの頭部に装着して、ハウジングを耳穴に
向けてハウジング内のスピーカユニットの振動板から放音させることにより、オーディオ
信号を再生するようにしていた。
【０００３】
また、図１５に示す耳掛け式ヘッドホンでは、例えば、左ユニット１４１を耳１４２に対
して引っかけるようにして装着して、ハウジングを耳穴に向けてハウジング内のスピーカ
ユニットの振動板から放音させることにより、オーディオ信号を再生するようにしていた
。また、本出願人の先願特許として、特公平６－５９１２０号に記載されたヘッドホンが
ある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上述した従来のヘッドバンド型のヘッドホンでは、ユーザの頭部に装着しなけれ
ばならず、このためにユーザの頭部に荷重がかかったり、髪型が乱れるなど、装着性が劣
化するという不都合があった。
【０００５】
また、耳掛け式ヘッドホンでは、左ユニット１４１の自重でズリ下がる力が耳１４２の耳
介上端部に加わるため、アーム付け根１４３の耳介上端部への荷重ｆが大きく、装着性が
劣化するという不都合があった。
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【０００６】
そこで、本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、耳掛け式のヘッドホンにおい
て、軽量で、装着性を向上させることができるヘッドホンを提供することを課題とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明のヘッドホンは、動電型の電気音響変換器を内部に設けたハウジング部と、ハウジ
ング部を支持するアーム状ガイド部とを設けたヘッドホンにおいて、アーム状ガイド部は
略Ｕ字状の屈曲部を有し、屈曲部の一方の端部近傍にハウジング部を支持する支持部を設
け、屈曲部の他方の端部近傍にハウジング部に向けて視聴者の耳介背面から弾性的に押圧
する押圧部を設け、ハウジング部の振動板を、アーム状ガイド部の屈曲部で構成する面に
略垂直で、かつ装着した聴取者の顔面側に配置したものである。
【０００８】
従って本発明によれば、以下の作用をする。
耳の付け根にガイド部を沿わせながら、容易に、ハウジング部をユーザの耳の耳穴に収納
させることができる。このとき、押圧部を耳介背面から弾性的に押圧することにより、装
着を確実にすることができる。さらに、振動板の垂直配置により振動板からの音の大部分
が直接鼓膜に伝わり、人により異なる外耳道やこの外耳道入口周辺の形状に影響されるこ
とが比較的少なく、良好な音質を得ることができる。また、耳介の大きさに影響されず良
好に装着することができ、その結果、ヘッドホンの装着感を向上させることができ、聴取
音質を向上させることができる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明の実施の形態を説明する。
本実施の形態のヘッドホンは、ガイド部および押圧部の形状により、ハウジング部の装着
を容易かつ確実にすることができ、人により異なる外耳道やこの外耳道入口周辺の形状に
影響されることが比較的少なく、良好な音質を得ることができるものである。
【００１０】
図１は、本実施の形態に適用されるヘッドホンの外観を示す図である。図１において、ヘ
ッドホン１は、ユーザの左耳に装着される左ユニット２ａと、ユーザの右耳に装着される
右ユニット２ｂと、左ユニット２ａおよび右ユニット２ｂに内蔵された動電型の電気音響
変換器へ電気信号を供給するコード３と、コード３を外部の電気信号供給源に着脱可能と
するプラグ４とを有して構成される。
【００１１】
このヘッドホン１の左ユニット２ａおよび右ユニット２ｂは、それぞれ、動電型の電気音
響変換器を内部に設けたハウジング部と、ハウジング部を支持するアーム状ガイド部とを
設けるように構成されている。
【００１２】
このヘッドホン１の左ユニット２ａにおいて、アーム状ガイド部２３ａは略Ｕ字状の屈曲
部２５ａを有し、屈曲部２５ａの一方の端部近傍にハウジング部２１ａを支持する支持部
２４ａを設け、屈曲部２５ａの他方の端部近傍にハウジング部２１ａに向けてユーザの耳
介背面から弾性的に押圧する押圧部２６ａを設け、ハウジング部２１ａの振動板を、アー
ム状ガイド部２３ａの屈曲部２５ａで構成する面に略垂直で、かつヘッドホン１を装着し
た際のユーザの顔面側に配置している。
【００１３】
また、このヘッドホン１の右ユニット２ｂにおいて、アーム状ガイド部２３ｂは略Ｕ字状
の屈曲部２５ｂを有し、屈曲部２５ｂの一方の端部近傍にハウジング部２１ｂを支持する
支持部２４ｂを設け、屈曲部２４ｂの他方の端部近傍にハウジング部２１ｂに向けてユー
ザの耳介背面から弾性的に押圧する押圧部２６ｂを設け、ハウジング部２１ｂの振動板を
、アーム状ガイド部２３ｂの屈曲部２５ｂで構成する面に略垂直で、かつヘッドホン１を
装着した際のユーザの顔面側に配置している。
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【００１４】
また、このヘッドホン１において、アーム状ガイド部２３ａ，２３ｂのハウジング部２１
ａ，２１ｂを支持した支持部２４ａ，２４ｂの先端に突起状の持ち手２２ａ，２２ｂを設
けるように構成している。
【００１５】
また、このヘッドホン１において、アーム状ガイド部２３ａ，２３ｂの押圧部２６ａ，２
６ｂの先端に曲部状のガイド部２３ａ，２３ｂを設けるように構成している。
【００１６】
また、このヘッドホン１において、アーム状ガイド部２３ａ，２３ｂの軸上からハウジン
グ部２１ａ，２１ｂの中心をずらして左右非対称とするように構成している。
【００１７】
また、このヘッドホン１において、アーム状ガイド部２３ａ，２３ｂの軸上にハウジング
部２１ａ，２１ｂの中心を置き左右対称とするように構成している。
【００１８】
また、このヘッドホン１において、アーム状ガイド部２３ａ，２３ｂのハウジング部２１
ａ，２１ｂを支持した支持部２４ａ，２４ｂの先端に突起状の持ち手２２ａ，２２ｂを設
け、持ち手２２ａ，２２ｂから電気音響変換器に電気信号を供給するコード３を引き出す
ように構成している。
【００１９】
また、このヘッドホン１において、ハウジング部２１ａ，２１ｂの振動板からの放音を行
う開口部３２ａ，３２ｂを、装着したユーザの耳穴側に設けるように構成している。
【００２０】
また、このヘッドホン１において、アーム状ガイド部２３ａ，２３ｂとハウジング部２１
ａ，２１ｂとを一体で成型するように構成している。
【００２１】
また、このヘッドホン１において、アーム状ガイド部２３ａ，２３ｂのハウジング部２１
ａ，２１ｂを支持した支持部２４ａ，２４ｂの先端に突起状の持ち手２２ａ，２２ｂを設
け、持ち手２２ａ，２２ｂから電気音響変換器に電気信号を供給するコード３を引き出し
、持ち手２２ａ，２２ｂにコード止め部を設けるように構成している。
【００２２】
図２は、ヘッドホンの構成を示す図である。図２は、図１に示した左ユニット２ａのみを
示しているが、右ユニット２ｂも左ユニット２ａと対称に構成されているので、図示およ
びその詳細な説明を省略する。図２は図１に示した左ユニット２ａの外側、つまり、ユー
ザの耳に対向する内側とは反対の側面を示す図である。
【００２３】
図２に示す左ユニット２ａにおいて、アーム状ガイド部２３ａはユーザの耳介上端付け根
を覆う程度の空間を有するような略Ｕ字状の屈曲部２５ａを上部に有して構成される。ま
た、アーム状ガイド部２３ａは屈曲部２５ａの一方の端部近傍に半円錐形のハウジング部
２１ａを山形に支持する支持部２４ａを左前方に設けて構成される。
【００２４】
また、アーム状ガイド部２３ａはユーザの装着状態において屈曲部２５ａの他方の端部近
傍にハウジング部２１ａの山形の支持部２４ａに向けてユーザの耳介背面から弾性的に押
圧する押圧部２６ａを設けて構成される。
【００２５】
この押圧部２６ａとハウジング部２１ａの山形の支持部２４ａとで軽く耳介を挟むことに
より、ハウジング部２１ａの位置を固定することができる。
【００２６】
この屈曲部２５ａは大きい耳に装着されるときはちょうどよい大きさであり、小さい耳に
装着されるときは余るスペースを有しているため、長さの調整が不要となる。また、屈曲
部２５ａから押圧部２６ａに至る弓形部は耳介背面にぴったりとはまるように構成される
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ため、屈曲部２５ａの浮き上がりを防ぐことができる。
【００２７】
また、アーム状ガイド部２３ａはハウジング部２１ａ内部の振動板２７ａを、アーム状ガ
イド部２３ａの屈曲部２５ａで構成する図２の面に略垂直で、かつ装着したユーザの顔面
側、図２で示す左側に配置して構成される。
【００２８】
また、アーム状ガイド部２３ａのハウジング部２１ａを支持した支持部２４ａの先端にユ
ーザの顔面側に延出した突起状の持ち手２２ａを設けるように構成している。この持ち手
２２ａはユーザの顔面側に延出した突起状のものであるため、容易に指でつまむことがで
きる。
【００２９】
また、アーム状ガイド部２３ａの押圧部２６ａの先端にユーザの顔面と反対側に延出した
曲部状のガイド部２３ａを設けるように構成している。
【００３０】
この持ち手２２ａとガイド部２３ａとが、互いに反対方向に延出されるため、耳介背面へ
の導入を容易にして装着を容易にすることができる。
【００３１】
図３は、ハウジング部とガイド部との取付けを示す正面図である。図３は、図１に示した
左ユニット２ａのみを示しているが、右ユニット２ｂも左ユニット２ａと対称に構成され
ているので、図示およびその詳細な説明を省略する。図３は図１に示した左ユニット２ａ
の正面側、つまり、ユーザの顔面側の面を示す図である。
【００３２】
図３Ａは、ハウジング部とガイド部との取付けを非対称にした図を示す。
図３Ａに示すこのヘッドホン１の左ユニット２ａにおいて、アーム状ガイド部２３ａの軸
上からハウジング部２１ａの中心Ｏの中心線３１をずらして左右非対称とするように構成
している。また、持ち手２２ａもアーム状ガイド部２３ａに沿って持ち手２２ａの軸上か
らハウジング部２１ａの中心Ｏの中心線３１をずらして左右非対称とするように構成して
いる。また、ハウジング部２１ａの振動板からの放音を行う開口部３２ａを、装着したユ
ーザの耳穴側に設けるように構成している。
【００３３】
図３Ｂは、ハウジング部とガイド部との取付けを対称にした図を示す。
図３Ｂに示すこのヘッドホン１の左ユニット２ａにおいて、アーム状ガイド部２３ａの軸
上にハウジング部２１ａの中心Ｏの中心線３１を置き左右対称とするように構成している
。持ち手２２ａもアーム状ガイド部２３ａに沿って持ち手２２ａの軸上にハウジング部２
１ａの中心Ｏの中心線３１を置き左右対称とするように構成している。また、ハウジング
部２１ａの振動板からの放音を行う開口部３２ａを、装着したユーザの耳穴側に設けるよ
うに構成している。耳道に収納される部分に開口部３２ａからハウジング部２１ａの振動
板からの放音を行うことができる。
【００３４】
図３Ｃは、ハウジング部とガイド部との取付けを非対称で傾斜するようにした図を示す。
図３Ｃに示すこのヘッドホン１の左ユニット２ａにおいて、アーム状ガイド部２３ａの軸
上からハウジング部２１ａの中心Ｏの中心線３１をずらして左右非対称とするように構成
している。また、持ち手２２ａもアーム状ガイド部２３ａに沿って、持ち手２２ａの軸上
からハウジング部２１ａの中心Ｏの中心線３１をずらして左右非対称とするようにし、ハ
ウジング部２１ａの中心Ｏの中心線３１に対してユーザの耳穴と反対側に角度αを有する
ように構成している。また、ハウジング部２１ａの振動板からの放音を行う開口部３２ａ
を、装着したユーザの耳穴側に設けるように構成している。
【００３５】
図３Ｄは、ハウジング部とガイド部との取付けを対称で傾斜するようにした図を示す。
図３Ｄに示すこのヘッドホン１の左ユニット２ａにおいて、アーム状ガイド部２３ａの軸
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上にハウジング部２１ａの中心Ｏの中心線３１を置き左右対称とするように構成している
。持ち手２２ａもアーム状ガイド部２３ａに沿って持ち手２２ａの軸上にハウジング部２
１ａの中心Ｏの中心線３１を置き左右対称とするようにし、ハウジング部２１ａの中心Ｏ
の中心線３１に対してユーザの耳穴と反対側に角度αを有する構成している。また、ハウ
ジング部２１ａの振動板からの放音を行う開口部３２ａを、装着したユーザの耳穴側に設
けるように構成している。
【００３６】
図４は、ハウジング部とガイド部との取付けを示す底面図である。図４は、図１に示した
左ユニット２ａのみを示しているが、右ユニット２ｂも左ユニット２ａと対称に構成され
ているので、図示およびその詳細な説明を省略する。図４は図１に示した左ユニット２ａ
の底面側、つまり、ユーザの耳の下端側の面を示す図である。図４の上側がユーザの耳穴
側である。
【００３７】
図４Ａは、ハウジング部とガイド部との取付けを非対称にした図を示す。
図４Ａに示すこのヘッドホン１の左ユニット２ａにおいて、アーム状ガイド部２３ａの軸
上からハウジング部２１ａの中心線３１をずらして左右非対称とするように構成している
。また、持ち手２２ａもアーム状ガイド部２３ａに沿って持ち手２２ａの軸上からハウジ
ング部２１ａの中心Ｏの中心線３１をずらして左右非対称とするように構成している。ま
た、ハウジング部２１ａの振動板からの放音を行う開口部と反対側のユーザの耳穴側を傾
斜面４１ａとするように構成している。
【００３８】
図４Ｂは、ハウジング部とガイド部との取付けを対称にした図を示す。
図４Ｂに示すこのヘッドホン１の左ユニット２ａにおいて、アーム状ガイド部２３ａの軸
上にハウジング部２１ａの中心線３１を置き左右対称とするように構成している。持ち手
２２ａもアーム状ガイド部２３ａに沿って持ち手２２ａの軸上にハウジング部２１ａの中
心線３１を置き左右対称とするように構成している。また、ハウジング部２１ａの振動板
からの放音を行う開口部と反対側のユーザの耳穴側を傾斜面４１ａとするように構成して
いる。
【００３９】
図４Ｃは、ハウジング部とガイド部との取付けを非対称で傾斜するようにした図を示す。
図４Ｃに示すこのヘッドホン１の左ユニット２ａにおいて、アーム状ガイド部２３ａの軸
上からハウジング部２１ａの中心線３１をずらして左右非対称とするように構成している
。また、持ち手２２ａもアーム状ガイド部２３ａに沿って、持ち手２２ａの軸上からハウ
ジング部２１ａの中心線３１をずらして左右非対称とするようにし、ハウジング部２１ａ
の中心線３１に対してユーザの耳穴と反対側に傾斜角度を有するように構成している。ま
た、ハウジング部２１ａの振動板からの放音を行う開口部と反対側のユーザの耳穴側を傾
斜面４１ａとするように構成している。
【００４０】
図４Ｄは、ハウジング部とガイド部との取付けを対称で傾斜するようにした図を示す。
図４Ｄに示すこのヘッドホン１の左ユニット２ａにおいて、アーム状ガイド部２３ａの軸
上にハウジング部２１ａの中心線３１を置き左右対称とするように構成している。持ち手
２２ａもアーム状ガイド部２３ａに沿って持ち手２２ａの軸上にハウジング部２１ａの中
心線３１を置き左右対称とするようにし、ハウジング部２１ａの中心線３１に対してユー
ザの耳穴と反対側に傾斜角度を有する構成している。また、ハウジング部２１ａの振動板
からの放音を行う開口部と反対側のユーザの耳穴側を傾斜面４１ａとするように構成して
いる。
【００４１】
図５は、持ち手の内部を示す図である。図５は、図１に示した左ユニット２ａのみを示し
ているが、右ユニット２ｂも左ユニット２ａと対称に構成されているので、図示およびそ
の詳細な説明を省略する。
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図５に示すヘッドホン１の左ユニット２ａにおいて、アーム状ガイド部２３ａのハウジン
グ部２１ａを支持した支持部２４ａの先端に突起状の持ち手２２ａを設け、持ち手２２ａ
から電気音響変換器に電気信号を供給するコード３を引き出し、持ち手２２ａの内部にコ
ード止め部となる玉結び５１ａを設け、キャップ５２ａでふたをするように構成している
。
【００４２】
図６は、ヘッドホンの装着の方法を示す図である。図６は、図１に示した左ユニット２ａ
のみを示しているが、右ユニット２ｂも左ユニット２ａと対称に構成されているので、図
示およびその詳細な説明を省略する。図６は図１に示した左ユニット２ａの外側、つまり
、ユーザの耳に対向する内側とは反対の側面を示す図である。
【００４３】
図６に示す左ユニット２ａにおいて、まず、アーム状ガイド部２３ａの押圧部２６ａの先
端にユーザの顔面と反対側に延出して設けられた曲部状のガイド部２３ａをユーザ７１の
耳６４の上端に当てた状態で、アーム状ガイド部２３ａのハウジング部２１ａを支持した
支持部２４ａの先端にユーザの顔面側に延出して設けられた突起状の持ち手２２ａを、６
１に矢印で示すように下方に引っ張る。
【００４４】
次に、アーム状ガイド部２３ａの押圧部２６ａの先端にユーザの顔面と反対側に延出して
設けられた曲部状のガイド部２３ａを、６２に矢印で示すようにユーザの耳６４の付け根
に沿わせるようにして移動させる。
【００４５】
すると、アーム状ガイド部２３ａの屈曲部２５ａの一方の端部近傍に支持部２４ａにより
山形に支持されて左前方に設けられた半円錐形のハウジング部２１ａが、６３に矢印で示
すようにユーザの耳６４の耳穴に収納される。
【００４６】
このとき、アーム状ガイド部２３ａの上部に設けられた略Ｕ字状の屈曲部２５ａは、ユー
ザの耳６４の耳介上端付け根を覆う程度の空間を有するようになされる。
【００４７】
また、このとき、アーム状ガイド部２３ａの屈曲部２５ａの他方の端部近傍に設けられた
押圧部２６ａは、ユーザの装着状態においてハウジング部２１ａの山形の支持部２４ａに
向けてユーザの耳介背面から弾性的に押圧する。
【００４８】
この押圧部２６ａとハウジング部２１ａの山形の支持部２４ａとで軽く耳介を挟むことに
より、ハウジング部２１ａの位置を固定することができる。
【００４９】
また、このとき、アーム状ガイド部２３ａはハウジング部２１ａ内部の振動板を、アーム
状ガイド部２３ａの屈曲部２５ａで構成する図６の面に略垂直で、かつ装着したユーザの
顔面側、図６で示す左側に配置される。
【００５０】
この屈曲部２５ａは大きい耳に装着されるときはちょうどよい大きさであり、小さい耳に
装着されるときは余るスペースを有しているため、長さの調整が不要となる。また、屈曲
部２５ａから押圧部２６ａに至る弓形部は耳介背面にぴったりとはまるように構成される
ため、屈曲部２５ａの浮き上がりを防ぐことができる。
【００５１】
また、アーム状ガイド部２３ａのハウジング部２１ａを支持した支持部２４ａの先端にユ
ーザの顔面側に延出した突起状の持ち手２２ａを設けるように構成していることにより、
この持ち手２２ａはユーザの顔面側に延出した突起状のものであるため、容易に指でつま
むことができる。
【００５２】
また、アーム状ガイド部２３ａの押圧部２６ａの先端にユーザの顔面と反対側に延出した
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曲部状のガイド部２３ａを設けるように構成していることにより、この持ち手２２ａとガ
イド部２３ａとが、互いに反対方向に延出されるため、耳介背面への導入を容易にして装
着を容易にすることができる。
【００５３】
以下に、ヘッドホンの装着の順序を説明する。
図７は、装着開始の状態を示す図である。
図７に示す左ユニット２ａおよび右ユニット２ｂの装着開始の状態において、まず、アー
ム状ガイド部２３ａ、２３ｂの押圧部２６ａ、２６ｂの先端にユーザの顔面と反対側に延
出して設けられた曲部状のガイド部２３ａ、２３ｂをユーザ７１の耳７２ａ、７２ｂの上
端に当てた状態で、アーム状ガイド部２３ａ、２３ｂのハウジング部２１ａ、２１ｂを支
持した支持部２４ａ、２４ｂの先端にユーザ７１の顔面側に延出して設けられた突起状の
持ち手２２ａ、２２ｂを、指７３ａ、７３ｂで下方に引っ張る。
【００５４】
図８は、装着途中の状態を示す図である。
図８に示す左ユニット２ａおよび右ユニット２ｂの装着途中の状態において、アーム状ガ
イド部２３ａ、２３ｂのハウジング部２１ａ、２１ｂを支持した支持部２４ａ、２４ｂの
先端にユーザ７１の顔面側に延出して設けられた突起状の持ち手２２ａ、２２ｂを、指７
３ａ、７３ｂで回すようにして、アーム状ガイド部２３ａ、２３ｂの押圧部２６ａ、２６
ｂの先端にユーザ８１の顔面と反対側に延出して設けられた曲部状のガイド部２３ａ、２
３ｂを、ユーザ８１の耳８２ａ、８２ｂの付け根に沿わせて滑り込ませるようにして移動
させる。
【００５５】
図９は、装着完了の状態を示す図である。
図９に示す左ユニット２ａおよび右ユニット２ｂの装着完了の状態において、アーム状ガ
イド部２３ａ、２３ｂの屈曲部２５ａ、２５ｂの一方の端部近傍に支持部２４ａ、２４ｂ
により山形に支持されて左前方に設けられた半円錐形のハウジング部２１ａ、２１ｂの開
口部３２ａ、３２ｂが、ユーザ９１の耳９２ａ，９２ｂの耳穴に収納される。
【００５６】
このとき、アーム状ガイド部２３ａ、２３ｂの上部に設けられた略Ｕ字状の屈曲部２５ａ
、２５ｂは、ユーザ９１の耳９２ａ、９２ｂの耳介上端付け根を覆う程度の空間を有する
ように装着される。
【００５７】
また、このとき、アーム状ガイド部２３ａ、２３ｂの屈曲部２５ａ、２５ｂの他方の端部
近傍に設けられた押圧部２６ａ、２６ｂは、ユーザ９１の装着状態においてハウジング部
２１ａ、２１ｂの山形の支持部２４ａ、２４ｂに向けてユーザ９１の耳介背面から弾性的
に押圧する。
【００５８】
また、このとき、アーム状ガイド部２３ａ、２３ｂはハウジング部２１ａ、２１ｂ内部の
振動板を、アーム状ガイド部２３ａ、２３ｂの屈曲部２５ａ、２５ｂで構成する面に略垂
直で、かつ装着した視聴者の顔面側に配置される。
【００５９】
この押圧部２６ａ、２６ｂとハウジング部２１ａ、２１ｂの山形の支持部２４ａ、２４ｂ
とで軽く耳介を挟むことにより、ハウジング部２１ａ、２１ｂの位置を固定することがで
きる。
【００６０】
この屈曲部２５ａ、２５ｂは大きい耳に装着されるときはちょうどよい大きさであり、小
さい耳に装着されるときは余るスペースを有しているため、長さの調整が不要となる。ま
た、屈曲部２５ａ、２５ｂから押圧部２６ａ、２６ｂに至る弓形部は耳介背面にぴったり
とはまるように構成されるため、屈曲部２５ａ、２５ｂの浮き上がりを防ぐことができる
。
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【００６１】
また、アーム状ガイド部２３ａ、２３ｂのハウジング部２１ａ、２１ｂを支持した支持部
２４ａ、２４ｂの先端にユーザの顔面側に延出した突起状の持ち手２２ａ、２２ｂを設け
るように構成していることにより、この持ち手２２ａ、２２ｂはユーザの顔面側に延出し
た突起状のものであるため、容易に指でつまむことができる。
【００６２】
また、アーム状ガイド部２３ａ、２３ｂの押圧部２６ａ、２６ｂの先端にユーザの顔面と
反対側に延出した曲部状のガイド部２３ａ、２３ｂを設けるように構成していることによ
り、この持ち手２２ａ、２３ｂとガイド部２３ａ、２３ｂとが、互いに反対方向に延出さ
れるため、耳介背面への導入を容易にして装着を容易にすることができる。
【００６３】
図１０は、装着状態を示す図である。
図１０Ａは耳の小さいユーザの場合である。
図１０Ａに示す左ユニット２ａの装着状態において、アーム状ガイド部２３ａの屈曲部２
５ａの一方の端部近傍に支持部２４ａにより山形に支持されて左前方に設けられた半円錐
形のハウジング部２１ａが、ユーザの小さい耳１０１の耳穴に収納される。
【００６４】
このとき、アーム状ガイド部２３ａの上部に設けられた略Ｕ字状の屈曲部２５ａは、ユー
ザの小さい耳１０１の耳介上端を覆う程度の空間を有するように装着される。このとき、
屈曲部２５ａの先端は、ユーザの小さい耳１０１の耳介上端からはみ出して装着される。
【００６５】
また、このとき、アーム状ガイド部２３ａの屈曲部２５ａの他方の端部近傍に設けられた
押圧部２６ａは、ユーザの装着状態においてハウジング部２１ａの山形の支持部２４ａに
向けてユーザの小さい耳１０１の耳介背面から弾性的に押圧する。
【００６６】
このとき、ハウジング部２１ａの山形の支持部２４ａと持ち手２２ａとの間の部分をユー
ザの小さい耳１０１の珠間切痕に挟むようにする。そして、押圧部２６ａをユーザの小さ
い耳１０１の対珠裏に当てるようにする。また、アーム状ガイド部２３ａの屈曲部２５ａ
と押圧部２６ａとの間の部分をユーザの耳１０１の耳介裏に当てるようにする。
【００６７】
また、このとき、アーム状ガイド部２３ａはハウジング部２１ａ内部の振動板を、アーム
状ガイド部２３ａの屈曲部２５ａで構成する面に略垂直で、かつ装着したユーザの顔面側
に配置される。
【００６８】
図１０Ｂは耳の大きいユーザの場合である。
図１０Ｂに示す左ユニット２ａの装着状態において、アーム状ガイド部２３ａの屈曲部２
５ａの一方の端部近傍に支持部２４ａにより山形に支持されて左前方に設けられた半円錐
形のハウジング部２１ａが、ユーザの大きい耳１０２の耳穴に収納される。
【００６９】
このとき、アーム状ガイド部２３ａの上部に設けられた略Ｕ字状の屈曲部２５ａは、ユー
ザの大きい耳１０２の耳介上端の付け根を覆う程度の空間を有するように装着される。こ
のとき、屈曲部２５ａの先端は、ユーザの大きい耳１０２の耳介上端に収まるように装着
される。
【００７０】
また、このとき、アーム状ガイド部２３ａの屈曲部２５ａの他方の端部近傍に設けられた
押圧部２６ａは、ユーザの装着状態においてハウジング部２１ａの山形の支持部２４ａに
向けてユーザの大きい耳１０２の耳介背面から弾性的に押圧する。
【００７１】
このとき、ハウジング部２１ａの山形の支持部２４ａと持ち手２２ａとの間の部分をユー
ザの大きい耳１０２の珠間切痕に挟むようにする。そして、押圧部２６ａをユーザの大き
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い耳１０２の対珠裏に当てるようにする。また、アーム状ガイド部２３ａの屈曲部２５ａ
と押圧部２６ａとの間の部分をユーザの耳１０２の耳介裏に当てるようにする。
【００７２】
また、このとき、アーム状ガイド部２３ａはハウジング部２１ａ内部の振動板を、アーム
状ガイド部２３ａの屈曲部２５ａで構成する面に略垂直で、かつ装着したユーザの顔面側
に配置される。
【００７３】
図１０Ｃは下向き耳穴形状のユーザの場合である。
図１０Ｃに示す左ユニット２ａの装着状態において、アーム状ガイド部２３ａの屈曲部２
５ａの一方の端部近傍に支持部２４ａにより山形に支持されて左前方に設けられた半円錐
形のハウジング部２１ａが、ユーザの下向き耳穴形状の耳１０３の耳穴に収納される。
【００７４】
このとき、アーム状ガイド部２３ａの上部に設けられた略Ｕ字状の屈曲部２５ａは、ユー
ザの耳１０３の耳介上端の付け根を覆う程度の空間を有するように装着される。このとき
、屈曲部２５ａの先端は、ユーザの耳１０３の耳介上端からやや前方にはみ出すようにし
て装着される。
【００７５】
また、このとき、アーム状ガイド部２３ａの屈曲部２５ａの他方の端部近傍に設けられた
押圧部２６ａは、ユーザの装着状態においてハウジング部２１ａの山形の支持部２４ａに
向けてユーザの耳１０３の耳介背面から弾性的に押圧する。
【００７６】
このとき、ハウジング部２１ａの山形の支持部２４ａと持ち手２２ａとの間の部分をユー
ザの耳１０３の珠間切痕に挟むようにする。そして、押圧部２６ａをユーザの耳１０３の
対珠裏に当てるようにする。また、アーム状ガイド部２３ａの屈曲部２５ａと押圧部２６
ａとの間の部分をユーザの耳１０３の耳介裏に当てるようにする。
【００７７】
また、このとき、アーム状ガイド部２３ａはハウジング部２１ａ内部の振動板を、アーム
状ガイド部２３ａの屈曲部２５ａで構成する面に略垂直で、かつ装着したユーザの顔面側
にやや下向きに配置される。
【００７８】
図１０Ｄは上向き耳穴形状のユーザの場合である。
図１０Ｄに示す左ユニット２ａの装着状態において、アーム状ガイド部２３ａの屈曲部２
５ａの一方の端部近傍に支持部２４ａにより山形に支持されて左前方に設けられた半円錐
形のハウジング部２１ａが、ユーザの上向き耳穴形状の耳１０４の耳穴に収納される。
【００７９】
このとき、アーム状ガイド部２３ａの上部に設けられた略Ｕ字状の屈曲部２５ａは、ユー
ザの耳１０４の耳介上端の付け根を覆う程度の空間を有するように装着される。このとき
、屈曲部２５ａの先端は、ユーザの耳１０４の耳介上端に収まるようにして装着される。
【００８０】
また、このとき、アーム状ガイド部２３ａの屈曲部２５ａの他方の端部近傍に設けられた
押圧部２６ａは、ユーザの装着状態においてハウジング部２１ａの山形の支持部２４ａに
向けてユーザの耳１０４の耳介背面から弾性的に押圧する。
【００８１】
このとき、ハウジング部２１ａの山形の支持部２４ａと持ち手２２ａとの間の部分をユー
ザの耳１０４の珠間切痕に挟むようにする。そして、押圧部２６ａをユーザの耳１０４の
対珠裏に当てるようにする。また、アーム状ガイド部２３ａの屈曲部２５ａと押圧部２６
ａとの間の部分をユーザの耳１０４の耳介裏に当てるようにする。
【００８２】
また、このとき、アーム状ガイド部２３ａはハウジング部２１ａ内部の振動板を、アーム
状ガイド部２３ａの屈曲部２５ａで構成する面に略垂直で、かつ装着したユーザの顔面側
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にやや上向きに配置される。
【００８３】
このようにすることにより、ユーザは、持ち手２２ａを持って、耳の付け根にガイド部２
３ａを沿わせながら、容易に、半円錐形のハウジング部２１ａをユーザの耳の耳穴に収納
させることができ、このとき、押圧部２６ａをハウジング部２１ａの山形の支持部２４ａ
に向けて耳介背面から弾性的に押圧することにより、装着を確実にすることができる。
【００８４】
また、ユーザの耳の大きさに対してはアーム状ガイド部２３ａの屈曲部２５ａのスペース
を用いて長さの調整をすることなく何れの耳の大きさでも容易に装着することができ、ま
た、耳穴の位置や形状に対しては半円錐形のハウジング部２１ａを用いて何れの耳穴の位
置や形状でも耳穴への挿入を容易にすることができ、しかも、押圧部２６ａを用いてユー
ザの耳をハウジング部２１ａの山形の支持部２４ａへ向けて押すので、様々な耳穴形状や
耳の大きさのユーザに対しても半円錐形のハウジング部２１ａの位置を確実に決めること
ができる。
【００８５】
さらに、アーム状ガイド部２３ａはハウジング部２１ａ内部の振動板を、アーム状ガイド
部２３ａの屈曲部２５ａで構成する面に略垂直で、かつ装着したユーザの顔面側にやや上
向きに配置されるため、振動板からの音の大部分が直接鼓膜に伝わり、人により異なる外
耳道やこの外耳道入口周辺の形状に影響されることが比較的少なく、良好な音質を得るこ
とができると共に、耳介の大きさに影響されず良好に装着することができる。
【００８６】
その結果、ヘッドホンの装着感を向上させることができ、聴取音質を向上させることがで
きる。
【００８７】
図１１は大型耳への装着状態を示す図である。
図１１に示す左ユニット２ａおよび右ユニット２ｂの大型耳への装着状態において、アー
ム状ガイド部２３ａ、２３ｂの屈曲部２５ａ、２５ｂの一方の端部近傍に支持部２４ａ、
２４ｂにより山形に支持されて左前方に設けられた半円錐形のハウジング部２１ａ２１ｂ
の開口部３２ａ、３２ｂが、ユーザ１１１の大きい耳１１２ａ、１１２ｂの耳穴に収納さ
れる。
【００８８】
このとき、アーム状ガイド部２３ａ、２３ｂの上部に設けられた略Ｕ字状の屈曲部２５ａ
は、ユーザ１１１の大きい耳１１２ａ、１１２ｂの耳介上端の付け根を覆う程度の空間を
有するように装着される。このとき、屈曲部２５ａ、２５ｂの先端は、ユーザ１１１の大
きい耳１１２ａ、１１２ｂの耳介上端にすべて収まるように装着される。
【００８９】
また、このとき、アーム状ガイド部２３ａ、２３ｂの屈曲部２５ａ、２５ｂの他方の端部
近傍に設けられた押圧部２６ａ、２６ｂは、ユーザの装着状態においてハウジング部２１
ａ、２１ｂの山形の支持部２４ａ、２４ｂに向けてユーザ１１１の大きい耳１１２ａ、１
１２ｂの耳介背面から弾性的に押圧する。
【００９０】
このとき、ハウジング部２１ａ、２１ｂの山形の支持部２４ａ、２４ｂと持ち手２２ａ、
２２ｂとの間の部分をユーザの大きい耳１１２ａ、１１２ｂの珠間切痕に挟むようにする
。そして、押圧部２６ａ、２６ｂをユーザの大きい耳１１２ａ、１１２ｂの対珠裏に当て
るようにする。また、アーム状ガイド部２３ａ、２３ｂの屈曲部２５ａ、２５ｂと押圧部
２６ａ、２６ｂとの間の部分をユーザの耳１１２ａ、１１２ｂの耳介裏に当てるようにす
る。
【００９１】
また、このとき、アーム状ガイド部２３ａ、２４ｂはハウジング部２１ａ、２１ｂ内部の
振動板を、アーム状ガイド部２３ａ、２３ｂの屈曲部２５ａ、２５ｂで構成する面に略垂
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直で、かつ装着したユーザの顔面側に配置される。
【００９２】
図１２は標準耳への装着状態を示す図である。
図１２に示す左ユニット２ａおよび右ユニット２ｂの標準耳への装着状態において、アー
ム状ガイド部２３ａ、２３ｂの屈曲部２５ａ、２５ｂの一方の端部近傍に支持部２４ａ、
２４ｂにより山形に支持されて左前方に設けられた半円錐形のハウジング部２１ａ２１ｂ
の開口部３２ａ、３２ｂが、ユーザ１２１の標準耳１２２ａ、１２２ｂの耳穴に収納され
る。
【００９３】
このとき、アーム状ガイド部２３ａ、２３ｂの上部に設けられた略Ｕ字状の屈曲部２５ａ
は、ユーザ１２１の標準耳１２２ａ、１２２ｂの耳介上端の付け根を覆う程度の空間を有
するように装着される。このとき、屈曲部２５ａ、２５ｂの先端は、ユーザ１２１の標準
耳１２２ａ、１２２ｂの耳介上端にほぼ収まるように装着される。
【００９４】
また、このとき、アーム状ガイド部２３ａ、２３ｂの屈曲部２５ａ、２５ｂの他方の端部
近傍に設けられた押圧部２６ａ、２６ｂは、ユーザ１２１の装着状態においてハウジング
部２１ａ、２１ｂの山形の支持部２４ａ、２４ｂに向けてユーザ１２１の標準耳１２２ａ
、１２２ｂの耳介背面から弾性的に押圧する。
【００９５】
このとき、ハウジング部２１ａ、２１ｂの山形の支持部２４ａ、２４ｂと持ち手２２ａ、
２２ｂとの間の部分をユーザの標準耳１２２ａ、１２２ｂの珠間切痕に挟むようにする。
そして、押圧部２６ａ、２６ｂをユーザの標準耳１２２ａ、１２２ｂの対珠裏に当てるよ
うにする。また、アーム状ガイド部２３ａ、２３ｂの屈曲部２５ａ、２５ｂと押圧部２６
ａ、２６ｂとの間の部分をユーザの標準耳１２２ａ、１２２ｂの耳介裏に当てるようにす
る。
【００９６】
また、このとき、アーム状ガイド部２３ａ、２４ｂはハウジング部２１ａ、２１ｂ内部の
振動板を、アーム状ガイド部２３ａ、２３ｂの屈曲部２５ａ、２５ｂで構成する面に略垂
直で、かつ装着したユーザの顔面側に配置される。
【００９７】
図１３は小型耳への装着状態を示す図である。
図１３に示す左ユニット２ａおよび右ユニット２ｂの小型耳への装着状態において、アー
ム状ガイド部２３ａ、２３ｂの屈曲部２５ａ、２５ｂの一方の端部近傍に支持部２４ａ、
２４ｂにより山形に支持されて左前方に設けられた半円錐形のハウジング部２１ａ、２１
ｂの開口部３２ａ、３２ｂが、ユーザ１３１の小さい耳１３２ａ、１３２ｂの耳穴に収納
される。
【００９８】
このとき、アーム状ガイド部２３ａ、２３ｂの上部に設けられた略Ｕ字状の屈曲部２５ａ
、２５ｂは、ユーザ１３１の小さい耳１３２ａ、１３２ｂの耳介上端を覆う程度の空間を
有するように装着される。このとき、屈曲部２５ａ、２５ｂの先端は、ユーザ１３１の小
さい耳１３２ａ、１３２ｂの耳介上端からはみ出して装着される。
【００９９】
また、このとき、アーム状ガイド部２３ａ、２３ｂの屈曲部２５ａ、２５ｂの他方の端部
近傍に設けられた押圧部２６ａ、２６ｂは、ユーザ１３１の装着状態においてハウジング
部２１ａ、２１ｂの山形の支持部２４ａ、２４ｂに向けてユーザ１３１の小さい耳１３２
ａ、１３２ｂの耳介背面から弾性的に押圧する。
【０１００】
このとき、ハウジング部２１ａ、２１ｂの山形の支持部２４ａ、２４ｂと持ち手２２ａ、
２２ｂとの間の部分をユーザの小さい耳１３２ａ、１３２ｂの珠間切痕に挟むようにする
。そして、押圧部２６ａ、２６ｂをユーザの小さい耳１３２ａ、１３２ｂの対珠裏に当て
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るようにする。また、アーム状ガイド部２３ａ、２３ｂの屈曲部２５ａ、２５ｂと押圧部
２６ａ、２６ｂとの間の部分をユーザの小さい耳１３２ａ、１３２ｂの耳介裏に当てるよ
うにする。
【０１０１】
また、このとき、アーム状ガイド部２３ａ、２３ｂはハウジング部２１ａ、２１ｂ内部の
振動板を、アーム状ガイド部２３ａ、２３ｂの屈曲部２５ａ、２５ｂで構成する面に略垂
直で、かつ装着したユーザの顔面側に配置される。
【０１０２】
なお、上述した本実施の形態は、これに限らず、アーム状ガイド部において、持ち手とガ
イド部先端をループ状に形成しても良い。
【０１０３】
例えば、図１４に示す形状の左ユニット２ａ′及び右ユニット２ｂ′とで構成させても良
い。この例では、それぞれのユニット２ａ′，２ｂ′に、支持部２４ａ′，２４ｂ′を設
けて、各ユニット２ａ′，２ｂ′のアーム状ガイド部を、上述した例の場合と同様に、略
Ｕ字状の屈曲部させた後、その先端に、押圧部２６ａ′，２６ｂ′と、ガイド部２３ａ′
，２３ｂ′を設けて、さらにガイド部２３ａ′，２３ｂ′を曲折させて、アーム状ガイド
部の途中に連結させたループ部２９ａ，２９ｂを設けた構成としてある。また、持ち手２
２ａ′，２２ｂについても、上述した例の構成よりも膨らませた形状として、持ちやすい
形状としてある。この図１４に示す構成の場合にも、上述した実施の形態と同様の効果が
得られるものである。
【０１０４】
【発明の効果】
この発明のヘッドホンは、動電型の電気音響変換器を内部に設けたハウジング部と、ハウ
ジング部を支持するアーム状ガイド部とを設けたヘッドホンにおいて、アーム状ガイド部
は略Ｕ字状の屈曲部を有し、屈曲部の一方の端部近傍にハウジング部を支持する支持部を
設け、屈曲部の他方の端部近傍にハウジング部に向けて視聴者の耳介背面から弾性的に押
圧する押圧部を設け、ハウジング部の振動板を、アーム状ガイド部の屈曲部で構成する面
に略垂直で、かつ装着した聴取者の顔面側に配置したので、このようにすることにより、
ユーザは、耳の付け根にガイド部を沿わせながら、容易に、ハウジング部をユーザの耳の
耳穴に収納させることができ、このとき、押圧部を耳介背面から弾性的に押圧することに
より、装着を確実にすることができ、さらに、振動板の垂直配置により振動板からの音の
大部分が直接鼓膜に伝わり、人により異なる外耳道やこの外耳道入口周辺の形状に影響さ
れることが比較的少なく、良好な音質を得ることができると共に、耳介の大きさに影響さ
れず良好に装着することができ、その結果、ヘッドホンの装着感を向上させることができ
、聴取音質を向上させることができるという効果を奏する。
【０１０５】
また、この発明のヘッドホンは、上述において、アーム状ガイド部のハウジング部を支持
した支持部の先端に突起状の持ち手を設けたので、ユーザは、持ち手を持って、耳の付け
根にガイド部を沿わせながら、容易に、ハウジング部をユーザの耳の耳穴に収納させるこ
とにより、ヘッドホンの装着を容易にすることができるという効果を奏する。
【０１０６】
また、この発明のヘッドホンは、上述において、アーム状ガイド部の押圧部の先端に曲部
状のガイド部を設けたので、ユーザは、耳の付け根に曲部状のガイド部を沿わせながら、
容易に、曲部状のガイド部を耳介裏面を移動させることにより、ヘッドホンの装着を容易
にすることができるという効果を奏する。
【０１０７】
また、この発明のヘッドホンは、上述において、アーム状ガイド部の軸上からハウジング
部の中心をずらして左右非対称としたので、容易に、非対称のうちの大きいハウジング部
をユーザの耳の耳穴に収納させることにより、ヘッドホンの装着を容易にすることができ
るという効果を奏する。
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【０１０８】
また、この発明のヘッドホンは、上述において、アーム状ガイド部の軸上にハウジング部
の中心を置き左右対称としたので、構成を簡単にすることができ、また、容易に、対称の
ハウジング部をユーザの耳の耳穴に収納させることにより、ヘッドホンの装着を容易にす
ることができるという効果を奏する。
【０１０９】
また、この発明のヘッドホンは、上述において、アーム状ガイド部のハウジング部を支持
した支持部の先端に突起状の持ち手を設け、持ち手から電気音響変換器に電気信号を供給
するコードを引き出すので、コードの引き回しを容易にすることができるという効果を奏
する。
【０１１０】
また、この発明のヘッドホンは、上述において、ハウジング部の振動板からの放音を行う
開口部を、装着した聴取者の耳穴側に設けたので、外部に漏れる音を防ぐことができると
共に、音の聴取を容易にすることができるという効果を奏する。
【０１１１】
また、この発明のヘッドホンは、上述において、アーム状ガイド部とハウジング部とを一
体で成型したので、構成を簡単にしてコストを下げることができるという効果を奏する。
【０１１２】
また、この発明のヘッドホンは、上述において、アーム状ガイド部のハウジング部を支持
した支持部の先端に突起状の持ち手を設け、持ち手から電気音響変換器に電気信号を供給
するコードを引き出し、持ち手にコード止め部を設けたので、持ち手内部でコードを固定
して、コードの切断を防止することができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施の形態に適用されるヘッドホンの外観を示す図である。
【図２】ヘッドホンの構成を示す図である。
【図３】ハウジング部とガイド部との取付けを示す正面図であり、図３Ａは非対称、図３
Ｂは対称、図３Ｃは非対称傾斜、図３Ｄは対称傾斜である。
【図４】ハウジング部とガイド部との取付けを示す底面図であり、図４Ａは非対称、図４
Ｂは対称、図４Ｃは非対称傾斜、図４Ｄは対称傾斜である。
【図５】持ち手の内部を示す図である。
【図６】ヘッドホンの装着の方法を示す図である。
【図７】装着開始の状態を示す図である。
【図８】装着途中の状態を示す図である。
【図９】装着完了の状態を示す図である。
【図１０】装着状態を示す図であり、図１０Ａは耳の小さいユーザ、図１０Ｂは耳の大き
いユーザ、図１０Ｃは下向耳穴形状のユーザ、図１０Ｄは上向耳穴形状のユーザである。
【図１１】大型耳への装着状態を示す図である。
【図１２】標準耳への装着状態を示す図である。
【図１３】小型耳への装着状態を示す図である。
【図１４】他の実施の形態のヘッドホンの外観の例を示す図である。
【図１５】従来の耳掛け式ヘッドホンを示す図である。
【符号の説明】
１……ヘッドホン、２ａ……左ユニット、２ｂ……右ユニット、３……コード、４……プ
ラグ、２１ａ……ハウジング部、２２ａ……持ち手、２３ａ……ガイド部、２４ａ……支
持部、２５ａ……屈曲部、２６ａ……押圧部、２７ａ……振動板、３２ａ……開口部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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